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 全日制 

評  価  ・  提  言  等 提言等に対する改善方策等 

１ 今年度の最終評価について 

⑴ 学習指導 

・生徒一人一人にタブレットが完備され、教育環境が整ったことは素晴らし

いことである。今後、授業等で活用していただき、内容の充実した授業や

学校行事をお願いしたい。 

・タブレットの活用については、引き続き教職員の研修を充実させ、より効

果的な活用について研究してほしい。 

 

⑵ 進路指導 

・新型コロナウイルス禍のもとにおいても就職率 100％の達成は素晴らしい

ことである。大学進学者も順調に推移しており、今後も高い目標をもって

頑張っていただきたい。 

・進学・就職等の進路実績があがっており、引き続き成果が上がるよう指導

を充実させてほしい。 

 

⑶ 生徒指導 

・学校に訪問した際、生徒から自発的に挨拶をしてくれる。引き続き礼儀や

挨拶等の指導をお願いしたい。 

・教職員のアンケートでは、清掃・片付け・ごみの分別ができていないと思

う人の割合が多かったが、生徒は清掃ができていると答えている。清掃が

できていると判断できる基準を生徒に示してやれば、わかりやすいのでは

ないか。 

 

 

 

⑷ 特別活動 

 ・今年度も新型コロナウイルス感染症対策に伴い、中止になったボランティ

ア活動や部活動の大会があったことは、やむを得なかったと思う。ホーム

ページや資料の写真を見ると、学校行事は規模を縮小してであったが、活

気のある活動ができていたと考えており、安心している。さらに、生徒自

身の企画力を高め、生徒主体の活動を促進していただきたい。 

  

 

 

・今年度から生徒はタブレットを一人１台

使って学習することになった。今後は、

ＩＣＴ機器を活用した授業研修会をさら

に充実させ、タブレットを有効に利用し

た授業を展開したい。 

 

 

・社会の変化に対応できる問題発見・解決

能力を身に付けるよう、キャリア教育の

充実や学力の向上に努めたい。進学では、

地元の大学だけでなく、全国の大学に視

野を広げ、生徒一人一人に対応した進路

指導に努めたい。 

 

・身だしなみや挨拶の重要性を進路指導と

結び付けて理解させ、主体的に取り組め

る生徒を増やしたい。また、日々の生活

が制限を受ける中でこそ、周囲と協調・

協力できる生徒を育てていきたい。  

・新型コロナウイルス禍のもとでの衛生環

境を守る必要性を説くことで、率先して

活動できる生徒を増やしたい。 

 

 

・来年度は、より多くのボランティア活動

や地域行事を生徒に紹介し、活動の機会

を増やすとともに、生徒がさらに充実感

が得られるよう、事前指導を工夫したい。

また、様々な地域課題の解決し地域コミ

ュニティに貢献できる活動を目指した

い。 

・部活動については、良い成績はもとより、

生徒のニーズに応じた指導を提供するこ

とを通じて、より活性化させたい。 



 

定時制 

評  価  ・  提  言  等 提言等に対する改善方策等 

今年度の最終評価について 

 

⑴ 教科指導 

・全生徒が、何らかの検定試験に挑戦できたことは、学習への前向きな姿勢

の現れだと思うので、引き続き検定試験に取り組ませながら生徒を引っ張

ってほしい。 

 

・漢字テストへの取組がやや低いようである。基礎・基本を身に付けさせる

ことが大切だと思うので、取り組ませ方などの工夫をお願いしたい。 

 

⑵ 特別活動 

・コロナ禍で学校行事も満足にできないなかで、運動会や各種レクリエーシ

ョンなどを積極的に行っていただき、生徒の満足度も高いようである。 

 

 

 

⑶ 生徒指導 

・１か年皆勤の生徒が増加している。今後も多くの生徒が休まず登校する雰

囲気作りをお願いしたい。 

 

 

 

 

⑷ 保護者連携 

・ホームページがこまめに更新されており、生徒の学校での様子がよく伝わ

ってくるので、今後も情報発信に努めていただきたい。 

 

⑸ 進路指導 

・進路が未決定のまま卒業する生徒がいる。それぞれの生徒の事情があるの

で難しいと思うが、進路を定めて卒業できるよう指導をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒は検定試験合格への意欲が高くなっ

ているので、今後は合格率の向上を目指

して指導の工夫等を行っていきたい。 

 

・ＳＨＲなどを活用して、日々こつこつと

反復練習させるなど、指導を強化してい

きたい。 

 

・生徒会が中心となって学校行事を企画運

営していく流れが軌道に乗ってきたの

で、今後も生徒の主体性を尊重しながら

行事等を実施していきたい。 

 

 

・生徒同士および生徒と教員の関係は良好

であり、登校しやすい雰囲気作りはでき

ていると考えている。今後は生徒が検定

試験や学校行事など、それぞれの目標を

持って登校できるよう意識の高揚を図っ

ていきたい。 

 

・引き続き学校活動の様子を発信していき

たい。 

 

 

・定時制として一番難しい課題であるが、

それぞれの生徒に応じた指導を全教職員

で連携して行い、良い結果が得られるよ

う努力していきたい。 

 

 

 

 

２ 学校運営への提言 

・新型コロナウイルス感染症対策を行いながらの指導は大変であったと思 

われるが、自己評価表からは、これまで以上の成果がうかがえる。 

・今後も感染症対策を講じながら、地域との連携した活動を実践し、商業高

校として魅力ある学校づくりに励んでいただきたい。 

・教職員の労働時間の短縮や職場環境が整備され、よりよい環境で教育活

動が行えるように、様々な工夫、対応をお願いしたい。 

 

・今年度縮小せざるを得なかった生徒の活

動を、地域と連携して実施し、地域社会

に根ざした商業教育を推進したい。 

 

・教職員全員で学校を運営するという考え

のもと、業務量の平準化や適材適所の役

割分担、休暇を取りやすい環境整備をさ

らに進めたい。 


